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◆主な内容◆

・自治会長会議　　　　　　　　　　　　②

・公共下水道事業　計画変更認可　　　　③

・五戸町の人事行政の運営状況　　　　④⑤

・保育所（園）入所児童募集　　　　　　　⑥

・介護予防「高齢者虐待について」　　　⑦

・五戸総合病院　１月の医師一覧　　　　　⑧

・町民カレンダーの廃止について　　　　　⑨

・農業委員選挙人名簿登載申請書について　　⑩

・町県民税・所得税の申告日程　　　　　　⑪

・郷土探訪「古里の巨樹を訪ねて㈭浅水」　　⑫
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ひばり野公園陸上競技場前

冬の夜を彩る
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こ
の
ほ
ど
、
五
戸
小
学
校
（
北

村
義
文
校
長
）
に
新
し
い
屋
外
ト

イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
工
事
費
１
、
１
５
５
万
円
、
設

計
監
理
費
98
万
７
千
円
。
工
事
費

の
財
源
は
、
原
子
力
な
ど
の
発
電

施
設
の
周
辺
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

活
用
し
ま
し
た
。

　
車
イ
ス
で
の
利
用
も
考
慮
し
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東京五戸会総会で披露された新町大神楽

　
東
京
五
戸
会
（
藤
村
喜
重
治
会

長
）
の
第
13
回
総
会
が
11
月
11
日
、

東
京
都
の
上
野
精
養
軒
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
関
東
近
郊
の
五
戸
町

出
身
者
と
、
三
浦
正
名
町
長
は
じ

め
町
関
係
者
ら
合
わ
せ
て
２
０
０

人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
町
特
産
品
の
展
示
即
売
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
せ
ん

べ
い
汁
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、
参

加
者
は
懐
か
し
い
“
ふ
る
さ
と
の

味
”
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
三
浦
広
治
さ
ん
ら
に
よ
る

新
町
大
神
楽
な
ど
の
郷
土
芸
能
も

披
露
さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

五
戸
小
に
屋
外
ト
イ
レ
完
成

東
京
五
戸
会
総
会

ふ
る
さ
と
の
味
や
郷
土
芸
能
楽
し
む

　
平
成
18
年
度
の
自
治
会
長
会
議

が
11
月
20
日
、
ア
ピ
ル
五
戸
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
町
内
62
自

治
会
の
代
表
者
と
町
行
政
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
事
前
に
各
自
治
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
・
要
望
を

基
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
自
治

会
長
を
務
め
た
長
峯
芳
哉
さ
ん
（
荒

町
）
と
川
村
龍
雄
さ
ん
（
浅
水
下
）

に
町
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
か
ら
は
道
路
の
整
備

補
修
に
関
す
る
要
望
が
最
も
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

○
町
道
の
側
溝
に
詰
ま
っ
て
い
る

土
や
ゴ
ミ
を
撤
去
し
て
ほ
し
い
。

　
　
町
に
は
側
溝
の
ふ
た
を
外
す

手
動
の
用
具
が
あ
り
、
自
治
会

な
ど
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

人
力
で
側
溝
の
ふ
た
を
取
り
外

す
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
自

治
会
の
奉
仕
作
業
に
よ
り
清
掃

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
人
力
で
ふ
た
を
外
せ
な
い
と

き
は
町
で
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

清
掃
作
業
で
発
生
し
た
土
砂
な

ど
は
町
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
し

処
分
し
ま
す
の
で
、
作
業
日
を

事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
建
設
課
）

○
切
谷
内
保
育
所
と
上
市
川
保
育

所
の
統
合
に
つ
い
て

　
　
切
谷
内
保
育
所
は
平
成
19
年

度
に
上
市
川
保
育
所
と
統
合
に

な
り
ま
す
。
現
在
の
入
所
児
童

の
ほ
と
ん
ど
は
、
上
市
川
保
育

所
へ
の
転
所
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
切
谷
内
保
育
所
は
廃
止
と
な

り
、
児
童
ク
ラ
ブ
館
に
な
る
予

定
で
す
。
就
労
な
ど
に
よ
り
昼

間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
小

学
校
低
学
年
児
童
な
ど
に
対
し
、

適
切
な
遊
び
の
場
・
生
活
の
場

を
与
え
、
健
全
な
育
成
を
図
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
て
利
用
す
る
予
定
で
す
。

（
福
祉
課
）

○
新
郷
村
と
の
合
併
に
つ
い
て

　
　
８
月
８
日
に
新
郷
村
か
ら
新

た
に
合
併
協
議
会
設
置
の
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
町
議
会

の
全
員
協
議
会
を
３
回
行
っ
た

結
果
、新
郷
村
へ「
将
来
の
合
併

は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
よ
り

一
層
の
相
互
理
解
と
合
併
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
が
必
要
と
考

え
る
。
よ
っ
て
合
併
協
議
会
の

設
置
は
、
そ
の
機
運
の
情
勢
次

第
と
し
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
三
浦
正
名
町
長
）

○
納
税
や
町
へ
の
各
種
支
払
い
を

し
ん
せ
い
五
戸
農
協
か
ら
自
動

振
替
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
口

座
振
替
（
引
き
落
と
し
）
実
施
予

定
で
、
検
討
会
を
開
催
し
準
備

作
業
中
で
す
。
町
税
と
町
税
以

外
の
公
金
も
対
象
と
し
、
し
ん

せ
い
五
戸
農
協
を
含
め
た
取
扱

金
融
機
関
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
税
務
課
）

自
治
会
長
会
議

自
治
会
長
会
議

自
治
会
長
会
議

地
域
の
声
を
町
政
に
反
映

か
ぐ
ら

五戸小に完成した屋外トイレ

自治会長と意見を交わす三浦町長
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事業費の内訳
建設費計  62億9,939万４千円

国 費
26億2,744万円

41.7％
起 債

29億3,640万円
46.6％

町 費
3億5,316万2千円

5.6％

受益者負担金
3億8,239万2千円

6.1％

凡　例
既認可区域

170.1ha
【第15処理分区】
東地区　　　  57.6ha
西地区　　　  23.4ha
中央地区　　  56.7ha
ひばり野地区　23.4ha

【第10処理分区】
佐野地区　　　9.0ha

変更認可区域
58.0ha

【第15処理分区】
東地区　　　  28.1ha
中央地区　　  56.0ha
北地区　　　  29.5ha

【第８処理分区】
菖蒲川地区　　14.4ha

【第10処理分区】

　
町
で
は
、
住
環
境
の
質
向
上
と

河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
、
公

共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
水
洗
化

の
普
及
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
は
平
成
７

年
度
か
ら
事
業
着
手
し
、
平
成
13

年
４
月
か
ら
供
用
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
18
年
11
月
１
日
付
で

事
業
計
画
の
変
更
（
都
市
計
画

法
・
下
水
道
法
）
が
県
か
ら
認
可

承
認
に
な
り
ま
し
た
。

（１）
事
業
名

五
戸
都
市
計
画
下
水
道
事
業

五
戸
町
公
共
下
水
道

（２）
処
理
区
の
名
称

　
第
８
処
理
分
区

　
第
10
処
理
分
区

　
第
15
処
理
分
区

（３）
事
業
期
間

　
平
成
７
年
５
月
17
日
か
ら

　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

（４）
事
業
実
施
処
理
区
の
面
積

　
２
２
８
・
１
ha

　
（
58
・
０
ha
の
拡
大
）

（５）
事
業
地
（
字
名
）

・
追
加
す
る
地
域

　
川
原
町
、
川
原
町
西
裏
、
伝
兵

衛
丁
、
八
景
、
沢
、
古
向
、
鍛

冶
屋
窪
、
中
道
十
文
字
、
新
田

窪
、
二
階
平
下
タ
、
竹
原
、
二

階
平
、
五
百
久
保
、
上
菖
蒲
川
、

菖
蒲
川
上
谷
地
、
菖
蒲
川
前
谷

地
、
菖
蒲
川
後
、
中
菖
蒲
川
、

菖
蒲
川
下
平
、
菖
蒲
川
下
谷
地

・
事
業
地
を
変
更
す
る
地
域

　
堀
合
、
舘
、
上
大
町
、

　
下
大
町
、
天
満
、

　
天
満
後
、
熊
ノ
沢
、

　
鍛
冶
屋
窪
上
ミ
、

　
下
中
崎
、
中
道

（６）
排
除
方
式

　
分
流
式

　
（
汚
水
の
み
）

（７）
計
画
人
口

　
６
、２
２
０
人

　
（
１
、
４
８
０
人
の
増
）

（８）
計
画
水
量

　
１
、７
４
１
k
／
日

　
（
日
平
均
）

（９）
管
渠
の
延
長

　
７
、６
８
０
ｍ

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

　

計
画
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る

下
水
道
事
業

計
画
変
更
認
可
概
要

か
ん
き
ょ

【第８処理分区】

【第10処理分区】【第15処理分区】

変更認可区域
北地区　　　  9.5ha
中央地区　　  6.0ha 変更認可区域

東地区　　　28.1ha

変更認可区域
菖蒲川地区　　14.4ha
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　町の人事行政の運営における公平性と透明性を高めるため「五戸町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事
行政の運営等の状況を公表します。

h 職員の手当の状況　　　　　　　　　　　　　　  （H17年度）

（H17.4.1現在）

（H18.4.1現在）

j 特別職の報酬等の状況　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （H18.4.1現在）

a 職員の勤務時間（標準的なもの）　　　　　　　　　　　　    （H18.10.1現在）

s 年次有給休暇の状況　　　　　　　　　　　　　　　　   （H17.1.1～H17.12.31）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、17年度に退職した職員に支給された平均額です。 ※対象期間の途中に採用・退職した職員、休職等の期間のある職員を除く。

d 育児休業、介護休暇の取得状況
（H17年度）

f 職員の分限および懲戒処分の状況
（H17年度）

（H17年度）

g 職員の服務の状況
　①営利企業等従事許可申請の状況

h 職員の研修および勤務成績の評定の状況
　①主な職員研修の実施状況

（H17年度）

（H17年度）

　②勤務成績の評定状況

（H17年度）

（H17年度）

　①公務災害の発生状況 　②措置要求および不服申し立ての状況
j 職員の福祉および利益の保護の状況

※期末手当には役職加算措置があります。

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基づき、

　１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

区　　　分

支給割合

６月期

12月期

加 算 措 置 の 状 況

１ 人 当 た り

平 均 支 給 額

支 給 率

勤 続 2 0 年

勤 続 2 5 年

勤 続 3 5 年

最 高 限 度 額

そ の 他 の 加 算 措 置

１ 人 当 た り

区　　　　　　分

支給実績（17年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（17年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（17年度）

手当の種類（Ｈ18.4.1現在）

手当の

名　称

全職種

140,374千円

988,552　円

35.4％

８種類

診療手当、応能手当、特別業務手当、呼出手当、診療待機手当、

夜間看護手当、放射線取扱手当、感染症防疫作業手当

平 均 支 給 額

五戸町

期末手当

1.4月分

1.6月分

勤勉手当

0.7月分

0.75月分

期末手当

1.4月分

1.6月分

勤勉手当

0.7月分

0.75月分

職制上の段階、職務の

級等による加算措置

・役 職 加 算  ５～20％

国

区　　　分 五戸町 国

区　分 給料月額等 期末手当支給割合 退職手当算定方法等

６月期　1.6月分

12月期　1.7月分

算定方法　　　　　１期の手当額

町　長 768,000円

　計　　3.3月分

768,000円×在職月数×0.455　1,677万円

助　役 609,000円 609,000円×在職月数×0.265　  774万円

※町長、助役は支給額を

　20％減額しています。

※任期毎に支給

議　長 284,000円

副議長 241,000円

議　員

開始時刻

午前８時15分

終了時刻

午後５時

休憩時間

正午～０時45分

１日の勤務時間

８時間

１週間の勤務時間

40時間

制 度 の 概 要

区　分
育児休業 介護休暇

取得者数 取得者数

男性 ０人 ０人

女性 ７人 ２人

計

分限処分

者　　数

懲戒処分

者　　数

免職

0人

免職

0人

休職

0人

0人

降任

0人

3人

降給

0人

3人

計

停職 減給 戒告 計

0人

6人

７人 ２人

申請件数 許可件数

０件 ０件

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

会社の役員等の地位を兼ねる場合

区　　　　　　　　　分

０件 ０件

報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合 69件（統計） 69件

計 69件 69件

研修区分

基本研修

専門研修

選択研修

派遣研修

計

受講研修数

３件

２件

５件

０件

10件

受講者数

８人

３人

21人

０人

32人

内　　　　　　容

青森県自治研修所（階層別研修）

　　　 〃 　　　（税務、財務研修）

　　　 〃 　　　（法制執務研修ほか）

現　状 　各職員を、年１回評定基準日を設けて勤務成績について評定をしています。

今　後
　勤務成績を人材育成、任用、給与などに反映するため、新たな人事評価制度の

導入を検討します。

区　　分

措 置 要 求

不服申し立て

前　年　度

未処理件数

０件

０件

要求および

申 立 件 数

０件

０件

処　理

件　数

０件

０件

今　年　度

未処理件数

０件

０件

公務災害

４件

通勤災害

０件

１年につき20日付与

　※付与された翌年に限り繰越可能（最大40日）

平均付与日数

39.6日

平均取得日数

10.2日

226,000円

職制上の段階、職務の

級等による加算措置

・役 職 加 算  ５～20％

・管理職加算  10～25％

1,593千円

自己都合

21.00月分

33.75月分

47.50月分

59.28月分

27.30月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

21.00月分

33.75月分

47.50月分

59.28月分

27.30月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

定年前早期退職特例措置

（２％～20％加算）

定年前早期退職特例措置

（２％～20％加算）

2,664千円 24,701千円

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

特
殊
勤
務
手
当

区　　　　　　分

支給実績

支給職員１人当たり平均支給年額

支給実績

支給職員１人当たり平均支給年額

17年度

16年度

全職種

27,680千円

80,000　円

33,724千円

95,000　円

時
間
外
勤
務
手
当

内　　　　　容

①配偶者・・・・・・・・・・・・・  13,000円／月

②配偶者以外（２人目まで）・・・・・各6,000円／月

③配偶者以外（３人目以降）・・・・・各5,000円／月

※配偶者のいない場合の扶養親族１人目

　　　　　　　　　　　　　　　　　  11,000円／月

※配偶者が扶養親族でない場合の

　　　　　　　　　　 扶養親族１人目　6,500円／月

※16～22歳の扶養親族１人につき5,000円加算

①借家　家賃に応じて　100～27,000円／月

②持家　3,000円／月

①交通機関利用の場合

　運賃相当額　（最高支給限度額　55,000円／月）

②交通用具利用の場合

　距離に応じて　2,000円～35,000円／月

職名に応じて　給料月額の８％～19％

①世帯主で扶養親族のいる職員・・・  17,800円／月

②世帯主で扶養親族のいない職員・・  10,200円／月

③その他の職員・・・・・・・・・・　7,360円／月

※11月～翌年３月まで支給。

※Ｈ20年度までは経過措置の適用あり。

国の制度

との異同

同

異
　青森県　（と同じ）

異
　青森県　（と同じ）

異

同

扶　養

手　当

住　居
手　当

通　勤

手　当

管理職
手　当

寒冷地

手　当

３職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

給
　
　
料

報
　
酬
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２　職員の給与の状況

h 定員管理の数値目標および進ちょく状況
　①Ｈ17.4.1～Ｈ22.4.1における定員管理の計画

　②定員管理の数値目標の進ちょく状況（実績）の概要

a 職員の採用・退職の状況  （H17.4.2～H18.4.1）

s 事由別退職者数　　　　　　　　　　　　　（H17年度）

d 採用試験の実施状況　　　　　　　　　　　　　  （H17年度）

※（　）は計画始期からの純減数。

※17年度中の採用試験はありませんでした。

f 部門別職員数の状況と主な増減理由　　　   （各年４月１日現在）

a 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　（H17年度）

s 職員給与費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　（H17年度）

※職員手当には退職手当を含みません。　※職員数はH17.４.１日現在。

d ラスパイレス指数の状況 f 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（H18.4.1現在）（各年４月１日現在）

※職員数は一般職に属する職員数。※［　］内は条例定数の合計。

g 年齢別職員構成の状況　　　　　　　　　　　（H18.４.１現在）

g 一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　（H18.４.１現在）

89.4

96.6 96.2

93.793.3

Ｈ17
Ｈ12

86.9

五 戸 町 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況

１　職員の任免および職員数に関する状況

※ラスパイレス指数とは、国家公務員

の給与水準を100とした場合の地方

公務員の給与水準を示す指数です。

※類似団体平均とは、人口規模、産業

構造が類似している団体のラスパイ

レス指数を単純平均したものです。

※町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

※「平均給料月額」とは、各職種の職員の基本給の

平均です。

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われ

る扶養手当、住居手当、時間外勤務手当、通勤手

当などのすべての諸手当の額を合計したもので、

地方公務員給与実態調査において明らかにされて

いるものです。

　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家

公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊

勤務手当等の手当が含まれていないことから、比

較のため国家公務員と同じベースで再計算したも

のです。

H17.4.1現在 退職者 採用者 H18.4.1現在

401人 16人 0人 385人

定年

退職

勧奨

退職

普通

退職

分限

免職

懲戒

免職
失職

死亡

退職

出向

割愛
計

住民基本台帳人口
（Ｈ18.3.31現在）

21,012 人

歳出額
（Ａ）

9,722,219 千円

実質収支

157,190 千円

人件費
（Ｂ）

1,918,830 千円

人件費率
（Ｂ／Ａ）

19.7 ％

前年度の
人件費率

20.6 ％

Ｈ17.4.1職員数

401人

Ｈ22.4.1職員数

336人

純　減　数

△ 65人

純　減　率

16.2％

実　績
職員数

計　画

Ｈ17

（計画始期）

401人

401人

Ｈ18

（１年目）

385人（△ 16人）

386人（△ 15人）

職員数

区　　分 五戸町 国

平 均 年 齢 47.1歳 40.4歳

平 均 給 料 月 額 337,252円 328,477円

平 均 給 与 月 額 368,699円

平均給与月額（国ベース） 364,173円 381,212円

大学卒 170,200円 170,200円

高校卒
初 任 給

138,400円 138,400円

平 均 年 齢

一

般

行

政

職

技
能
労
務
職

46.9歳 48.4歳

平 均 給 料 月 額 284,283円 286,500円

平 均 給 与 月 額 306,953円

平均給与月額（国ベース） 301,251円 318,595円

初 任 給 135,600円 135,600円

区　分

職務内容

標準的な

職 員 数

構 成 比

６級

参事

17人

9.8％

５級

課長

6人

3.4％

４級

課長補佐

23人

13.2％

３級

総括主査

班長、主幹

85人

48.9％

２級

主査

30人

17.2％

１級

主事

13人

7.5％

（Ａ）

220 人

給　　　　　　　与　　　　　　　費

給　　料

874,026 千円

職員手当

79,232 千円

期末・勤勉手当

346,708 千円

計（Ｂ）

1,299,966 千円

給与費（Ｂ／Ａ）

5,909 千円

１ 人 当 た り

4人

職　種 申込者数 受験者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 競争率（Ａ／Ｂ）

0人 0人 0人

6人 4人 0人 0人 0人 1人 1人 16人

普

通

会

計

部

門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

一

般

行

政

部

門

区分

部門

職 員 数 対前年

増減数
主 な 増 減 理 由

17年 18年

3 3

58 53

14 16

42 31

27 14

19 20

1 1

15 16

179 154

41 44

220 198

145 154

7 7

1 1

1

5 5

8 8

1 1

13 11

181 187

401 385

［418］［418］

△5

2

△11

△13

1

1

△25

3

△22

9

△1

△2

6

△16

［　　］

減 指定管理者制度導入
減 業務縮小

増 地籍図修正業務

減 保育所民間委託

減 在宅介護業務の会計異動

増 業務内容充実

減 健診センター業務の会計異動

増 業務内容充実

増 プロジェクト事業業務

増 まちづくり事業業務

増 学校用務員の充足、社会教育業務

減 退職者不補充
増 健診センター業務の会計異動

減 事業終了

減 訪問看護ステーション廃止
増 在宅介護業務の会計異動
増 介護認定業務

議 会

総 務 企 画

税 務

民 生

衛 生

農 林 水 産

商 工

土 木

計

病 院

下 水 道

教 育 部 門

小 計

簡 易 水 道

農 業 集 落 排 水

国 保 事 業

国 保 直 診

老 人 保 健

介 護 保 険

小 計

合 計

構成比

5年前の
構成比

0

5

10

15

20

25%

20
歳
未
満

20  

〜  

23

24  

〜  

27

28  

〜  

31

32  

〜  

35

36  

〜  

39

40  

〜  

43

44  

〜  

47

48  

〜  

51

52  

〜  

55

56  

〜  

59

60
歳
以
上

計

0 1 14 22 26 31 30 55 65 72 69 0 385人

80

85

90

95

100

五
　
戸
　
町

類
似
団
体
平
均

全
国
町
平
均



y

サポーターと一緒にカルタ遊び

五戸町子どもの居場所づくり事業

教育委員会　社会教育課　Tel 62－7965（直通）　担当：新井山

交通費程度の
支給あります

子ども　あそびの広場 指導スタッフ募集！指導スタッフ募集！
　この事業は、地域の大人の方々（ボランティア）に支えられ成り立ってきましたが、決して人数が足りているとは
いえないのが現状です。そこで、子どもたちが安心して多様な活動ができる居場所を作るため、子どもたちの安全を
見守り継続的に運営に関わってくださる指導スタッフを募集します。

●対 象 者：町内在住で18歳以上の方。特定の免許や資格の有無は問
　　　　　　いません。子どもと触れ合うのが大好きな方大歓迎です。
●活動内容：子どもたちの安全・健康確認、一緒に活動（遊び）など。

※１日の活動（３時間）につき、交通費程度1,080円を支給します。

●申込方法：申込書に必要事項を記入の上、平成19年１月26日（金）
　　　　　　までに教育委員会社会教育課に提出してください。

※申込書は社会教育課、町立公民館、町図書館、役場各支所にあります。
※申込後に面談・説明会を開催予定です。日時・場所は後日通知します。

●入所資格・・・　保護者等が就労または病気などで日中保育できないと認められる児童
保護者に代わって同居の祖父母等が保育できるときは、入所できない場合があります。

●募集保育園

　みゆき保育園（９０人）、めぐみ・ひばり保育園（各６０人）、倉石保育園（８０人）、川内保育園（仮称・定員未定）
※　平成１９年４月１日に浅田保育所は廃止し、切谷内保育所・上市川保育所は統合・民営化します。保育所（園）名
　は未定ですが、入所申込書には「川内保育園」と記入してください。

●保育料・・・入所児童の属する世帯の所得税・住民税額の階層区分に応じて決定されます。

●提出書類（新規・継続とも）

①入所申込書（新規および現在公立保育所に入所している方）
②「保育できないこと」を証明する書類
　・会社勤めの方、内職の方、就職が内定している方……就労（予定）証明書
　・自営業の方・・・意見書（地区の民生委員からの証明書）
　※就労以外で入所希望の方は、その旨を証明できる書類が必要になります。
③所得税・住民税額の証明書（父・母〔世帯状況により異なる場合があります。〕）
　・給与所得のみの方……平成１８年分源泉徴収票（写し）
　・確定申告される方……平成１８年分確定申告書（控え）
　※所得税（住宅取得控除等の税額控除前の額）が課税されていない場合は、平成１８年度町県民税納税通知書・領収書
　　（ただし、平成１８年１月２日以降に五戸町へ転入された方は、前住所地から平成１８年度住民税課税証明書）

○募集人員：10人程度
○活動日時：毎週水・土曜日（週２回）
水曜：午後２時30分～５時30分
　　　　（子どもたちは３時30分～５時）
土曜：午前９時30分～午後０時30分（予定）

○活動場所：町立公民館ほか

五戸小
学　区

○募集人員：５人程度
○活動日時：毎週水曜日（週１回）
午後２時30分～５時30分

　（子どもたちは３時30分～５時）

○活動場所：南小学校内

平成19年度保育所（園）入所児童募集！！

受付（面接）期間

〈４月新規入所希望者〉 〈継続入所希望者〉・・・面接による実態調査

平成１９年１月１５日（月）から１月３１日（水）まで 平成１９年２月６日（火）から２月８日（木）まで

午前８時１５分から午後５時まで

※入所申込書等は役場福祉課、浅田・川内・倉石
各支所にあります。

※五戸町外の保育所（園）へ入所希望する方も１
月中に申し込みしてください。

※指定日にお越しいただけない方は、役場福祉課
まで連絡してください。（連絡がなく、面接にお越
しいただけない場合は、継続入所の意志がないものと
して、４月から継続入所できない場合があります。） 

正午から午後６時３０分まで

役場福祉課 町立公民館場 所

時 間

問い合わせ先・・・役場福祉課 　℡６２－２１１１（内線２５２） 

備 考

（ （

南　小
学　区
19年度
新　規
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◇高齢者を理解しよう
・物忘れが多くなったり、今までできていたことができなく
　なったり…。もどかしくも不安にもなっていること想像
　してみましょう。
・もし自分だったら…。自分という人間を認めてほしい、
　優しくしてほしいと思うはずです。

・疑いだけであっても防止するために相談、通報してください。
・だれも責められるものではありません。
・秘密は守られます。
・かけがえのない家族と安心して暮らすために支援します。

殴る、ける、ベットに縛り付ける、意図的に
薬を過剰に服用させる、外部との接触を意図
的・継続的に遮断するなど。

必要な金銭を渡さない、使わせない、本人の
自宅を無断で売却する、年金や預貯金を
本人の意思や利益に反して使うなど。

入浴させない、食事や水分を十分与えない、
ゴミだらけ、必要な介護や医療を受けさせな
い、同居人が虐待行為を見て見ぬ振りをする
など。

お漏らししたことを笑ったり、人
前でそれを話す、怒鳴る、悪口を
言う、侮辱して子どものように
扱う、話しかけられても無視する
など。

排せつの失敗に対して懲罰
的に下半身を裸にして放置
するなど。

福祉課「五戸町基幹型在宅介護支援センター」
62－2111（内線254）までお気軽にご相談ください！

◇虐待を防ぐために…しない、気づく、相談、通報
・家族に感謝の気持ち持っていますか？
　思い切って「ありがとう」と声に出してみませんか？
　　　　　　相手も悪い気はしないはずです。

　　　　　　　・大変さを思いやる周りの人の
　　　　　　　　気持ちや協力も大事です。
　　　　　　　・疲れやストレスがたまってくる
　　　　　　　　と危ないですよ。
・一人で苦しまないで誰かに相談しましょう！
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声
な
つ
か
し
く

か
ぎ
に
な
ら
ん
で
昨
日
も
今
日
も

立
冬
も
過
ぎ
そ
ぼ
ふ
る
雨
に
濡
れ
な
が
ら

枯
れ
葉
踏
み
し
め
家
路
を
急
ぐ

ど
っ
こ
い
し
ょ
座
わ
る
度
ご
と
声
か
け
る

機
械
の
部
品
な
ら
す
で
に
無
か
ろ
う
に

初
雪
に
足
跡
残
し
朝
刊
を

配
り
し
人
の
顔
赤
く
し
て

年
老
い
て
も
の
忘
れ
が
は
げ
し
く
て

運
命
と
は
い
え
か
な
し
み
深
し

千
歳
飴
ふ
り
ふ
り
笑
顔
の
曾
孫
二
人

写
真
見
入
る
も
日
は
暮
れ
や
す
く

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま　

ご

さ　

ん　

ま

さ

だ

め

虐待 ∞∞高齢者虐待について考えてみよう！∞∞　今は関係ないと思っている人も…

身体的、精神的、情緒的に高齢者に苦痛を与え、人としての尊厳を損なう行為
★無意識に行われていることが多いようです。

身体的なもの

経済的なもの

放棄・放任

心理的なもの

性的なもの

掲示
板

掲示
板

掲示
板《みんなの健康づくりと介護予防》その㈷  福祉課 高齢化対策班

262－2111　内線254
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●１１月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,498
（14,451）
12,681
（12,664）
34,579
（35,143）
21,274
（21,632）

12,559
（12,631）
12,439
（12,468）

12,100
（12,556）

15,208
（15,581）

15,540
（15,397）

13,021
（13,121）

11,965
（11,061）
12,236

（12,448）
12,264
（12,364）

18,072
（18,057）
12,310

（12,276）

12,423
（12,474）
12,368
（12,082）
 2,982
（13,064）
12,369
（12,464）

12,555
（12,608）

12,350
（12,070）

14,770
（15,645）

12,350
（12,070）

11,867
（11,968）

11,412
（12,611）

15,623
（16,153）

13,520
（14,227）

12,753
（12,729）

12,432
（12,450）

15,907
（15,629）

13,250
（13,310）

皮膚科
12,192

（12,161）
12,350

（12,070）
11,601

（11,592）
12,350

（12,070）

110,515
（110,734）

114,332
（114,687）

184,282
（186,261）

133,844
（135,586）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,703
（12,651）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
１
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

116

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

非
常
勤

副
院
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

中
村
　
啓
之

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

広
瀬
　
由
紀

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
２
・
４
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
休
診
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
小
児
科
は
12
月
30
日
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
）

救
急
患
者
は
診
療
し
ま
す
。

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

井
戸
川
敏
彦

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中

路上駐車はやめましょう

除雪・排雪作業は、交通渋滞
を引き起こさないために交通
量の少ない夜間・早朝に行わ
れます。ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解ください。

路上の駐停車は除雪の妨げに
なります。決められた場所以
外での駐停車はやめましょう。

深夜作業にご理解を 道路に雪を捨てないでください

除雪車は重機械であり、前後約
10 ｍは死角となります。また、雪
の中に混じっている砕石・ガラスな
どが飛び散る場合もありますので、
30 ｍ以内には近寄らないようにお
願いします。

除雪車で寄せた雪を道路に返したり、
各家庭の雪を道路に押し出したりし
ないでください。雪を捨てるときは
指定の雪捨て場に捨てましょう。

作業中の除雪車には30ｍ
以内に近寄らないでください

問い合わせ先　役場建設課　TEL ６２－２１１１　内線４４３



　
資
源
ご
み
は
分
別
ご
と
に
別
々

に
回
収
さ
れ
ま
す
。
収
集
場
所
に

資
源
ご
み
が
残
っ
て
い
て
も
、
あ

な
た
が
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
資

源
ご
み
は
回
収
が
終
わ
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
朝
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
は
分
別
し
、
決
め

ら
れ
た
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
や
職
業
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
約
３
７
０
科

目
を
用
意
し
て
お
り
、
１
科
目
か

ら
で
も
気
軽
に
学
べ
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
19
年
度
第
１
学
期

生
（
４
月
入
学
）
を
募
集
中
で
す
。

●
出
願
受
付
期
限

　
平
成
19
年
２
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　（
ユ
ー
ト
リ
ー
内
）

　
℡
70 

│ 

１
６
６
３

－大空に夢をはこぶ町－

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の

廃
止
に
つ
い
て

障
が
い
者
職
業
訓
練
校

平
成
19
年
度
訓
練
生
募
集

ご
み
は
朝
８
時
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い

o

　
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
平
成
19

年
度
版
以
降
は
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
４
月
分
以
降
の
行
事

予
定
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
に
年

間
行
事
予
定
（
年
１
回
）
と
１
か

月
半
ご
と
の
カ
レ
ン
ダ
ー
（
毎
月
）

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
「
家
庭

ご
み
収
集
日
程
表
」
と
「
健
康
診

査
等
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
作
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
自
治
会
を
通
じ
て
各

家
庭
に
配
布
す
る
ほ
か
、
役
場
住

民
課
・
各
支
所
の
窓
口
で
も
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
０
（
直
通
）

●
科
名
お
よ
び
定
員

　
作
業
実
務
科
　
10
人

●
訓
練
期
間
　
　
１
年

●
応
募
資
格

障
が
い
者
手
帳
を
所
持
す
る
知

的
障
が
い
者
で
、
高
卒
程
度
の

学
力
を
有
し
、
１
年
間
の
訓
練

に
耐
え
ら
れ
、
訓
練
修
了
後
に

就
職
を
希
望
す
る
方

●
応
募
方
法

入
校
願
書
を
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
願
書
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
19
年
１
月
４
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
２
日（
金
）ま
で

●
選
考
日

　
平
成
19
年
２
月
16
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
弘
前
市
大
字
緑
ヶ
丘
１ 

│ 

９ 

│ 

１

　
県
立
障
が
い
者
職
業
訓
練
校

　
℡
０
１
７
２ 

│ 

36 

│ 

６
８
８
２

　
ま
ち
づ
く
り
Ｇ 

│ 

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
で
は
、
３
月
に
「
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
る
研
修
会
（
仮

称
）
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
準

備
と
運
営
を
し
て
い
た
だ
け
る
実

行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１

月
に
第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
５
　
藤
田

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

（
議
員
、
公
務
員
、
行
政
相
談
委

員
、
国
や
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
、

平
成
14
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
た
方
は
除
く
）

●
委
嘱
期
間

平
成
19
年
４
月
下
旬
か
ら
お
よ

そ
２
年
間

●
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

（
年
３
回
程
度
）

●
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
理
由
、
各
種
モ

ニ
タ
ー
の
経
験
、
携
帯
電
話
以

外
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
れ
ば
）

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
平
成
19
年
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
０
３
０ 

│ 

８
５
７
０

青
森
市
長
島
１
丁
目
１ 

│ 

１

青
森
県
政
策
調
整
課

県
政
モ
ニ
タ
ー
係

℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
１
３
８

　koho@
pref.aom

ori.lg.jp

実

行

委

員

募

集

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

放
送
大
学
学
生
募
集



!0

不法投棄・野焼き撲滅

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

10
日
ま
で
に
「
農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
」
を
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
申
請
書
に
基
づ
い
て
農
業
委

員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
け
れ

ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、資
格

の
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
人
名
簿
に
登
載
す
る
た
め

の
要
件
（
有
資
格
者
）

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
20
歳
以

上
（
昭
和
62
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
で
次
の
②
ま
た
は
③

に
該
当
す
る
方

②
10
ａ
（
一
反
歩
）
以
上
の
農
地

を
耕
作
す
る
農
業
経
営
者

③
②
と
同
居
す
る
親
族
・
配
偶
者

で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

●
申
請
書
の
配
布
・
回
収
方
法

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

農
事
組
合
長
を
通
じ
て
12
月
中

に
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
農
事

組
合
長
の
指
定
す
る
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方

個
々
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
農
業

委
員
会
事
務
局
（
倉
石
分
庁
舎
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
資
格
が
あ
る
方
で
申
請
書

が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62 
│ 
２
１
１
１
内
線
４
３
２

　
青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成
18
年
12
月
21
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
７
３
０
円

○
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業
　
　
　
　
６
７
２
円

○
各
種
商
品
小
売
業
　
６
６
７
円

○
自
動
車
小
売
業
　
　
７
０
５
円

　
右
記
以
外
は
青
森
県
最
低
賃
金

（
６
１
０
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
労
働
局
　
賃
金
室

℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４

大
字
倉
石
又
重
字
漆
原
71

田
　
１
、７
３
３
㎡

字
蛯
川
村
２
７
５田

　
２
、９
８
５
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
１
月
19
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

●
科
名
お
よ
び
定
員

電
子
機
器
科
　
20
人

溶
接
科
　
　
　
20
人

●
修
業
年
限

　
１
年

●
応
募
資
格

離
転
職
者
で
職
業
に
必
要
な
技

能
・
知
識
を
習
得
し
よ
う
と
す

る
方

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
19
年
１
月
４
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
16
日（
金
）ま
で

●
選
考
日

　
平
成
19
年
２
月
23
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

県
立
八
戸
工
科
学
院
三
沢
校

℡
０
１
７
６ 

│ 

53 

│ 

５
０
４
６

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
つ
い
て

八
戸
工
科
学
院
三
沢
校

平
成
19
年
度
学
生
募
集

青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

農
地
の
買
受
人
募
集

１　日　時
　　平成1９年１月３日（水）
　　受　付　　９：００
　　開会式　１０：００

２　場　所
　　ひばり野公園陸上競技場前

３　種　目
　　５�コース  10：30  高校生以上男性
　　３�コース  11：00  中学生・40歳以上男性
　　２�コース  11：20  小学生・女性・50歳以上男性

４　参加料
　　無料（大会の保険料は当協会で負担します。）

５　問い合わせ先
　　五戸陸上競技協会　藤村  �62 －5314

☆　当日、参加受付しますのでお気軽に
　　ご参加ください。

第25回新春マラソン大会
開 催 の お 知 ら せ

　不法投棄や野焼きをした場合、５年以下の懲役または
１，０００万円（法人は１億円）以下の罰金に処せられるなど
厳しい罰則が設けられています。
　不法投棄に関する通報・問い合わせは
　　役場保健衛生課　　　℡６２－７９５８
　　八戸環境管理事務所　℡５１－１９００　まで

　この時季は、各地で火災の発生が多くなります。
　年末・年始を迎えるに当たり、何かと慌ただしくなり、
火の取り扱いもおろそかになりがちです。いま一度、気を
引き締めて火の取り扱いを行いましょう。

自分さえよければそれでいいの？

年末・年始警戒

火の取り扱いは慎重に！

12／20～１／10

-80

五 戸 消 防 署

不法投棄・野焼き撲滅
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1月の
行事予定
1月の
行事予定

1月の
相 　 談
1月の
相 　 談

1月の
献 　 血
1月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■３日（水）　第25回新春マラソン大会

　９：００受付　 ひばり野公園

■４日（木）　五戸町表彰式・年賀交換会

　１１：００～　 町立公民館

■７日（日）　五戸町成人式

　１２：００受付　 町立公民館

■８日（月）・10日（水）・12日（金）

　新春子どもアニメ映画会
　１３：３０～　 町図書館

平 成１９年 度

町県民税
平 成１８年 分

所 得 税 

の申告相談および

の確定申告書作成日程

役場税務課
2６２－２１１１

内線２１３・２１４

月日

３／１ 木

８ 木

２ 金

石呑

９ 金 切谷内

13 火 大森・大久木・佐野・粒ヶ谷地 瑞　穂　館

浅水活性化
センター　

町立公民館

倉石コミュニ
ティセンター

14 水 菖蒲川・北市川

15 木 下区・池ノ堂

16 金 上区・中区

19 月 扇田・野沢・北向（浅水）・関口

20 火 浅水下・下豊川・上豊川

21 水 浅水上・手倉橋・荷軽井

22 木 中市

12 月 新町

13 火 ひばり野

14 水 上大町・荒町

15 木 川原町・ひまわり

　八戸税務署でも下記により確定申告作成会場を設けています。税務署に所得
税の確定申告書を提出した方は、町県民税の申告は必要ありません。

26 月 山田・太田・谷地中・北向（倉石）・沼沢・鎗水

博労町・石沢（倉石）

博労町

博労町

５ 月 蛯川・根前

６ 火 兎内・志戸岸

７ 水 下新井田・岩ノ脇・豊間内

８ 木 下大町

９ 金 下大町・新町

27 火

28 水

舘町・宮台・森冬・古川代・平成

23 金
浦田・向平・松山・小渡・水上・横倉・大久保

清駒・槍沢・鳥沼新田・一ノ坪・風原平・木戸場

備考

受
付
　
午
前
９
時
〜
11
時
　
　
・
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
日
に
申
告
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時
　
　
・
期
間
中
は
役
場
税
務
課
で
の
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会　　場対　　　象　　　地　　　区

●日　　時　２月１日（木）～３月１５日（木）　午前９時～正午　午後１時～４時
　　　　　　※土日祝日を除く

●会　　場　八戸商工会館　３階ホール

●対象税目　所得税（譲渡所得を含む）、消費税および地方消費税、贈与税

●問い合わせ先　八戸税務署　2４３－１０４０

相談は無料です

■９日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石コミュニティセンター
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■２３日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日

　みんなの保健室（健康相談）

　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談

　日程は相談者と調整  ℡０１７－７３４－９２３５

献血であなた自身も
健康管理
検査サービスとして生化学検査
結果をお知らせしています。

■18日（木）

　１０：００～１２：３０　役場
　１４：００～１６：００　倉石分庁舎
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１ 月 の 納 期 

納
期
限
１
月
31
日

 

国
民
健
康
保
険
税  

第
４
期

 

介
護
保
険
料  

第
４
期

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

・
3
岡
村
商
店
（
岡
村
悦
雄
代

表
社
員
）
か
ら
４
０
、８
７

５
円

・
五
戸
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
か
ら
５
万
円

・
つ
く
し
の
会
（
根
森
隆
雄
会

長
）
か
ら
１
０
３
、２
２
２

円
・
八
戸
信
用
金
庫
（
小
野
å
理

事
長
）
か
ら
20
万
円

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

№143

「
古
里
の
巨
樹
を
訪
ね
て
⑤
浅
水
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０，０５７人　（－20）

　女　１０，７８２人　（－17）

総人口２０，８３９人　（－37）

世帯数１６，９１１世帯（＋４）

平成18年12月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

この地方には珍しい扇田のヒノキ

移植された浅水舘跡のイチイ

荷
軽
井
の
櫟
【
イ
チ
イ
】（

町
天
然

記
念
物

）

　
佐
藤
久
六
宅
の
周
囲
に
あ
る
イ

チ
イ
（
オ
ン
コ
）
は
樹
齢
二
百
年

以
上
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
。
西
風

と
ヤ
マ
セ
を
防
ぐ
た
め
、
垣
根
に

定
規
で
測
っ
た
よ
う
に
四
十
本
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
佐
藤
家
は
盛
岡
藩
の
山
肝
入
の

配
下
に
あ
っ
て
山
守
を
務
め
た
家

柄
で
、
郡
内
屈
指
の
山
持
ち
。
代

官
の
命
に
よ
っ
て
山
に
関
す
る
世

話
を
し
た
ほ
か
、
村
内
の
山
林
の

保
護
、撫
育
を
行
っ
て
い
た
。イ
チ

イ
を
二
百
年
以
上
も
の
長
期
間
育

て
て
き
た
の
は
、
佐
藤
家
の
山
守

と
し
て
の
誇
り
と
意
地
が
あ
っ
た
。

　
五
戸
地
方
で
イ
チ
イ
の
木
を
垣

根
や
土
地
の
境
界
に
植
え
て
い
る

の
は
火
事
の
際
、
葉
が
火
熱
を
弱

め
飛
び
火
か
ら
家
屋
を
守
る
た
め
。

昔
、山
火
事
で
荷
軽
井
が
焼
け
た

こ
と
か
ら
、
先
祖
は
集
落
を
や
ま

せ
や
浅
水
川
の
谷
間
に
集
め
、
吹

き
付
け
る
季
節
風
を
防
ぐ
た
め
に

植
え
た
と
伝
え
て
い
る
。

北
向
の
櫟
【
イ
チ
イ
】（

町
天
然

記
念
物

）

　
浅
水
北
向
の
共
同
墓
地
に
二
本

の
イ
チ
イ
が
あ
っ
た
。
墓
地
は
数

年
前
、
南
方
に
百
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
台
地
に
移
転
し
、
付
近
一
帯
は

リ
ン
ゴ
畑
に
な
っ
て
い
る
。

　
イ
チ
イ
は
樹
齢
約
三
百
年
、
胸

高
直
径
七
十
二
セ
ン
チ
、
高
さ
十

メ
ー
ト
ル
で
、
埋
葬
者
た
ち
の
記

念
樹
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
石
は
藩

政
時
代
の
年
号
が
多
く
、
イ
チ
イ

と
と
も
に
北
向
の
歴
史
を
物
語
る
。

近
く
に
あ
る
家
が
北
に
向
か
っ
て

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
北
向

の
地
名
が
生
ま
れ
た
。

扇
田
の
檜
【
ヒ
ノ
キ
】（

町
天
然

記
念
物

）

　
国
道
四
号
の
東
側
、
森
に
な
っ

た
共
同
墓
地
が
あ
っ
た
。
数
年
前

浅
水
川
の
山
手
に
移
転
し
た
が
、

ま
だ
墓
石
が
何
基
か
残
る
。

　
墓
地
入
口
に
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
。

樹
齢
約
三
百
八
十
年
、
胸
高
直
径

百
セ
ン
チ
、
樹
高
二
十
三
メ
ー
ト

ル
の
巨
木
。

　
ヒ
ノ
キ
は
津
軽
方
面
の
山
に
多

い
が
、
付
近
一
帯
に
は
こ
の
よ
う

な
巨
木
は
見
当
た
ら
な
い
。
慶
長

年
間
の
植
栽
と
推
察
さ
れ
る
。

　
根
元
に
は
無
銘
の
小
さ
な
墓
石

が
五
、
六
個
並
ぶ
。
集
落
の
人
々

は
会
津
藩
士
と
そ
の
家
族
の
墓
と

語
る
。
石
質
が
悪
く
、
百
三
十
五

年
の
月
日
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
、

判
読
不
明
。
公
的
な
原
本
を
探
し

て
い
る
。

浅
水
舘
跡
の
櫟【
イ
チ
イ
】

　
浅
水
舘
跡
の
川
向
に
樹
齢
三
百

年
以
上
の
イ
チ
イ
が
あ
る
。
脇
に

は
舘
稲
荷
の
ほ
こ
ら
も

あ
っ
た
が
、
腐
っ
て
今

は
な
い
。

　
付
近
一
帯
は
南
長
義

の
舘
が
あ
っ
た
所
で
、

佐
野
か
ら
連
な
る
屋
根

の
末
端
に
当
た
る
。

　
百
二
十
ア
ー
ル
の
畑

地
の
崖
崩
れ
が
あ

り
、
土
留
め
工
事

の
た
め
イ
チ
イ
は

平
成
六
年
に
移
植
。

一
年
後
に
は
葉
が

青
々
と
茂
っ
て
関

係
者
を
ホ
ッ
と
さ

せ
て
い
る
。

　
今
の
登
り
道
は
大
手
口（
表
口
）

に
当
た
り
、
搦
手
口
（
裏
口
）
は

東
の
崖
下
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

切
り
崩
さ
れ
た
か
不
明
。
土
地
の

人
は「
カ
ラ
メ
」と
呼
ん
で
い
た
。

　
舘
の
上
方
は
南
部
家
代
々
の
墓

地
で
野
月
長
根
（
横
川
氏
の
所
有
）

に
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
昭
和

二
十
年
ま
で
松
の
大
木
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
宝
福
寺
の
寺
領
だ
っ
た
と

文
書
に
出
て
い
る
。
寺
は
幕
末
に

焼
失
し
て
、
不
明
な
点
が
多
い
。

（
新
撰
陸
奥
国
誌
⑤
参
照
）

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

か
ら
め
て

き
も
い
り


